
令和７年度事業報告書 
自 令和 ７年４月 １日 
至  令和  ８年３月３１日 

 
Ⅰ. 事業活動の概況に関する事項 

  
１．事業年度の主要経過 

 
令和７年度は、長引くロシア・ウクライナ情勢に加え、中東危機下でエネルギー価格

等の変動が世界経済に大きな懸念をもたらした。わが国は化石燃料のほとんどを海外か

ら輸入し、中でも原油は中東依存度が９割を超えており、今後の情勢如何によって、原

油価格等の高騰が、わが国の経済活動に影響を及ぼすおそれがある。 
 
昨今、大手企業を中心に賃上げが定着し、長らく続いたデフレマインドが払拭され、

インフレ経済への移行が定着しつつある中で、消費の持ち直しと、政府が掲げる責任あ

る積極財政により、脱炭素（ＧＸ）やデジタル（ＤＸ）化など成長産業への投資の好循

環が経済の好転をもたらすことが期待されるが、国際情勢や為替変動などの海外リスク

への警戒のほか、人口減少に伴う人出不足の深刻化も不透明感の要因となっている。 
 

こうした中にあって、酪農乳業界においては、乳価の引き上げが奏功し、一時の危機

的状況からは回復の兆しがあるものの、酪農の高齢化や後継者不足に歯止めがかから

ず、また、生産費の高止まりや脱脂粉乳の在庫問題、さらには離農や猛暑の影響による

需給ギャップの拡大など、厳しい経営環境が続いているが、当協会並びに会員企業にお

いては、牛乳乳製品の需要拡大に向け、中央団体や関係団体と連携しながら、生産現場

の実態や牛乳の持つ様々な価値について、情報発信等を続けてきたところである。 

 
なお、学校給食用牛乳については、引き続き安定的な供給に努めるとともに、農林水

産省の学校給食用牛乳供給推進事業については、事業実施主体として、適切な事業運営

に留意しながら、取り組んできた。 
また、社会全体でＣＯ２排出量削減やプラスチックごみの削減に係る取組みが求めら

れている中、全ての地域の学校給食用牛乳がストローレス対応容器に移行するなど、関

係者等の協力を得て、取り組んできたところである。 

 
Ⅱ. 事業実績 

 
１．牛乳･乳製品の消費拡大 
 

牛乳･乳製品の消費拡大については、会員それぞれが新商品開発やホームページ等を通

じて消費拡大に努めるとともに、協会においては中央団体及び関連団体とも歩調を合わせ

て消費者に対する牛乳・乳製品への理解の醸成を図った。さらに、中央団体からの情報伝



達などを通じて会員一体で消費拡大に向けた意識の共有化に努めた。 
 

１）ブロック会議等の開催を通じた会員への消費拡大の要請 
・令和７年７月７日 一般社団法人日本乳業協会上期ブロック会議（ホテルグランヴィ

ア大阪２０階「名庭の間Ｃ」） 

 
・令和８年３月２日 一般社団法人日本乳業協会下期ブロック会議（ホテルグランヴィ

ア大阪２０階「鶴寿の間」） 

 
２）中央団体からの情報の提供 

一般社団法人日本乳業協会、一般社団法人Ｊミルクからの消費拡大等に関する関連

情報を会員に発信し、その周知に努めた。 

 
３）骨密度測定及び栄養指導事業の実施 
   一般社団法人日本乳業協会、大阪府教育庁との連携のもと、運動や栄養の重要性を

周知するため、高校生等を対象に骨密度測定及び栄養指導を実施した、。 
      

・令和７年１１月 ８日 大阪府立懐風館高等学校 測定人数９５名  
・令和７年１１月１５日 大阪府立西成高等学校  測定人数９０名 

               
４）牛乳でスマイルプロジェクトへの参画 

酪農乳業界だけでなく、全国で官民挙げて取り組む活動推進フレームとして、農林

水産省とＪミルクが立ち上げたプロジェクトに参画した。 

 
・令和７年１１月１５日 牛乳でスマイルプロジェクト ミルクフェス㏌ 豊洲（４７

都道府県の牛乳＆ヨーグルト飲み比べなど） 

             
２．衛生管理及び安全管理体制の構築 

 

協会の重点事業として、牛乳・乳製品に対する事故防止及び安全性の確保等を図るため、

次の事業を実施した。また、日本乳業協会が主催の地域における中小規模の乳業工場の衛

生管理水準の底上げを図ることを目的とした講習会に参加した。 

 
１）牛乳衛生講習会の実施 

牛乳等の衛生管理水準の向上、特に中小規模の乳業工場の底上げを図る観点か

ら、製造・品質管理者等を対象として、一般社団法人日本乳業協会との共催で牛

乳衛生講習会を実施した。 
 
 ・令和７年８月４日 牛乳衛生講習会（ヒルトンプラザウェストオフィスタワー 

８階Ｃ） 
 



「ＨＡＣＣＰについて」「衛生管理の基礎について」 
        江崎グリコ株式会社グループ品質保証部 有村 有一郎  

 
「乳協及び行政関連情報」 

   一般社団法人日本乳業協会常務理事 滝本 浩司 

       
２）各種情報の提供 

国、大阪府、一般社団法人日本乳業協会、一般社団法人Ｊミルク、全国飲用牛乳

公正取引協議会等からの通知や関連情報を会員に発信し、その周知･啓発に努め

た。 
 
３．品質・表示にかかる公正規約の遵守 

 
消費者の正しい商品選択と公正な市場競争に資するため「飲用乳の表示に関する公正

競争規約」等の遵守に努めるとともに、定期成分検査の実施等品質・表示の適正化に努

めた。 
 

１）飲用乳の期限表示設定に関する説明会 
 ・令和７年４月１７日 大阪で開催された説明会に参加（アットビジネスセンター 

ＰＲＥＭＩＵＭ新大阪） 

 
２）ブロック会議の開催 
・令和７年７月７日 全国飲用牛乳公正取引協議会上期ブロック会議 

        （ホテルグランヴィア大阪 ２０階「名庭の間Ｃ」） 

 
・令和８年３月２日 全国飲用牛乳公正取引協議会下期ブロック会議    

           （ホテルグランヴィア大阪２０階「鶴寿の間」） 

 
３）成分検査業務 

期 １期 ２期 ３期 合  計 

検体数 ７９ ７６ ７６ ２３１ 

 
４．乳質管理委員会の開催 
 

良質かつ安全安心な生乳を安定的に確保するため、乳質管理委員会を開催した。 

 

【委 員】 雪印メグミルク㈱、㈱明治、森永乳業㈱、協同乳業㈱、日本酪農協同㈱、 

㈱いかるが牛乳、泉南乳業㈱、ビタミン乳業㈱ 

 (委員長：雪印メグミルク（株）) 

 

・令和７年７月１６日  大阪・関西万博（大阪 夢洲） 



 

・令和７年１２月１日  河内ワインワイナリー（羽曳野市駒ヶ谷） 

 

・令和８年３月１０日  リファレンス大阪駅前第４ビル 

「２０２６年度需給予測について」  

ＪＡ全農酪農部西日本酪農事務所生乳課長 古賀 裕二 

 
５．学校給食用牛乳供給事業 

 
学校給食用牛乳供給事業は、「酪振法」に基づき安全で品質の高い国内産の牛乳を学校給食

用に継続して計画的かつ効率的に供給することを内容とする事業であり、「学校給食用牛乳供

給対策要綱」（事務次官通知）」により実施が図られている。 
当協会は、国の施策の実施主体として、大阪府内において下記の学校給食用牛乳供給

事業の執行に努めた。 

 
１）国庫補助事業実施状況(事業実施主体事業)              

（単位：円） 

区      分 精算金額 

１学校給食用牛乳供給円滑化

推進事業 

 

２学校給食用牛乳安定需要確

保対策事業 

 

３学校給食用牛乳新規利用推

進事業 

推進協議会等学乳に係る会議の開催に係る

必要な経費等 

 

遠隔地、離島など供給条件が不利な地域を対

象に輸送費等のかかりまし経費の一部支援 

 

学校給食への新規の牛乳供給に奨励金交付 

 

372,667 

 

 

13,792,033 

 

 

0 

計  14,164,700 

   

２）大阪府学校給食用牛乳推進協議会の開催 
｢大阪府学校給食用牛乳推進協議会規約｣に基づき、学校給食用牛乳供給の円滑な推

進に向けて協議を行った。 

 
・令和７年１０月２３日 第１回大阪府学校給食用牛乳推進協議会 

（公益財団法人大阪府学校給食会会議室） 
議題：供給事業者での取り組みに関する報告  

             参加者：大阪府流通対策室、大阪府教育庁、大阪市教育委

員会事務局、（公財）大阪府学校給食会、大阪府畜

産農業協同組合、（一社）大阪府牛乳協会 

 



３）学校給食用牛乳供給事業に関する代表者会議 
・令和８年３月３日  学校給食用牛乳供給事業に関する代表者及び担当者号合同会議 

（スイスホテル南海大阪）  
           議題：令和８年度学校給食用牛乳供給事業について 
                                     
４）学乳通信の発行 

    学校給食用牛乳に係る諸問題について、市町村等に理解を深めてもらうとともに、情

報を共有するため「学乳通信」を発行した。 

 
Ⅲ．協会の運営状況に関する事項 
 

１）総会の開催 

第４９回定時総会  

ア 開催日時     令和７年６月１９日 

イ 開催場所     スイスホテル南海大阪 

 ウ 出席会員数    １１社 

エ 出席理事･監事数  ９名（理事７名、監事２名） 

オ 主な議案と議決状況「令和６年度事業報告及び収支決算報告」、「令和６年度

決算剰余金の処分案｣、「令和７年度事業計画案及び収

支予算案」、「役員選任」の４議案を審議し、満場異議

無く承認された 

  

２）理事会の開催 

第１回理事会  

ア 開催日時     令和７年５月１９日 

イ 開催場所     般社団法人大阪府牛乳協会会議室 

  ウ 理事数（定数）  ７名（８名） 

  エ 監事数（定数）  ２名（２名） 

オ 主な議案の議決状況「第４９回定時総会議案書に上程する議案」を審議し、 

全理事が承認した 

なお、上記提案に異議を述べた監事はいない  

第２回理事会 
ア 開催日時      令和７年６月１９日 
イ 開催場所      スイスホテル南海大阪 
ウ 出席理事数     ８名 
エ 主な議案の議決状況  会長（庄司 勝）、副会長（吉田 茂夫、木長 貴志、 

後藤 正純）、専務理事（柏木 出）が選出された 
第３回理事会 

  ア 開催日時     令和８年３月３０日 
  イ 開催場所     一般社団法人大阪府牛乳協会会議室 
  イ 理事数（定数）  ７名 Ｗｅｂによる出席（８名） 



  ウ 監事数（定数）  ２名 Ｗｅｂによる出席（２名） 
  エ 主な議案の議決状況「令和７年度決算見込みに関する件」、「令和８年度暫定

予算(案)に関する件」の２議案を審議し、全理事が承認

した 
なお、上記提案に異議を述べた監事はいない 

     
３）監事監査の実施 

ア 開催日時      令和７年５月１４日  
  イ 開催場所      一般社団法人大阪府牛乳協会会議室  
  ウ 監査結果       鵤宏樹監事、庄司信一郎監事による監査の結果、適正

との監査結果報告を受けた 

 
Ⅳ．諸会議に関する事項 

 
１）新年互礼会の開催  

ア 開催日時      令和８年１月１９日  
  イ 開催場所      帝国ホテル大阪 

ウ 参加者数      ５８名 

 
２）中央団体の総会等 

  ・一般社団法人日本乳業協会定時社員総会     令和７年５月２３日 

                      ホテルメトロポリタンエドモント 

 

 ・全国飲用牛乳公正取引協議会定時委員会     令和７年５月２１日 

                      ホテルメトロポリタンエドモンド 

 

・一般社団法人Jミルク定時総会        令和７年６月１９日 

                      ホテルメトロポリタンエドモンド 

 
３）他団体の総会等 
・一般社団法人全国牛乳流通改善協会通常総会 令和７年６月１３日 
                       アルカディア市ヶ谷 

 
・公益社団法人大阪食品衛生協会総会     令和７年５月２７日 
                       シェラトン都ホテル大阪 

 
・一般社団法人大阪府畜産会定時総会     令和７年６月２４日 
                       大手前建設会館 

 
・第７９回大阪府学校給食大会        令和７年７月２３日 
                       大阪市中央公会堂 


